
「のこすモノ・つくるヒト」工場作業風景 

実践経営塾（ビジネスプラン支援プロジェクト）は、「あなたの会社の経営戦略会議」 

として、シニアアドバイザーやビジネスアドバイザーと共に議論しながら、事業計画 

を徹底的に考え抜き、継続して課題解決に向けサポートしていきます。 

当社製品施行例          アエル前   

ペデストリアンデッキ欄干と手摺 

支援メニュー活用事例                   平成３０年８月 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 

当社は、ステンレスに特化したドアやサッシ、各種施設の建材や金物を製作するものづくり企

業として、平成６年７月に創業しました。この業界は設計専門や施工専門等分業が一般的ですが、

当社はお客様との仕様決めから設計、製作、施工までの一貫対応となっており、これが大きな強

みとなっています。 

「私たちは世界中の家族を守るために、家族を守れるヒトとモノを作り、それを地球に残すこ

とで社会に貢献します」が当社の経営理念です。ものづくりを通して「のこすモノ・つくるヒト」

を日々追求しており、ビルの顔ともいえるステンレスドアや、機能美溢れるエクステリア製品等

は、経営理念を将に具現化したものと言えます。また「のこすモノ」とはたとえ自分がこの世を

去っても残るモノを精魂こめて作っていくこと、「つくるヒト」とは仕事を通しての人づくりも意

味しています。 

現在２５期目を迎え、この経営理念のもと次世代へのバトンタッチを含めた成長戦略について

実践経営塾を通して議論を深めています。半期毎に本塾、その間ミニ塾にて本塾の振返りとフォ

ローを実践しており、実践経営塾を「我社の経営会議」的に活用しています。 

更なる飛躍に向けて経営者自らが経営改善に取り組んでおり、今後の企業成長にますます期待

が膨らみます。 

  

企 業 の 声 

ファミリービジネスのトップは、視野狭窄に陥る

ことが多いと感じます。何故ならば、自身の経営に

ついて遠慮のない助言を受ける機会が少ないからだ

と推測します。その点、実践経営塾の貴重な時間は、

プレゼンテーションを通して、経営全般を体系的に

整理できます。加えて「何がどう足りないのか？」

が明確になります。 

 今後も実践経営塾を「我社の経営会議」として 

活用していきます。 

 

企 業 概 要 

代 表 者：代表取締役社長 家村 秀也       

住 所：名取市飯野坂字南沖 67-1      

電 話：022-384-5310 

E - m a i l：sus-iemura@nifty.com 

U R L：https://www.sus-iemura.co.jp/ 

従 業 員：21 名 

業 種：金属製品製造業 

主要製品： ①ステンレスサッシ・ドア、設計、製作、施工 

②各種施設のステンレス製ゲートや手摺等エクステリア製品、設計、製作、施工 

      ③公共交通機関等インフラ関連施設や金融関連施設ステンレス金物、製作、施工      

「のこすモノ・つくるヒト」 
（実践経営塾：ビジネスプラン支援プロジェクト） 

株式会社イエムラ 

https://www.joho-miyagi.or.jp/jissen
https://www.joho-miyagi.or.jp/jissen

